
病をきっかけに生を意識

～死生学を学ぶため来日～

人間福祉学部3年生の

馬伯翰さんは、留学生として

関西学院大学に入学し、死

生学の研究に励む。

北京出身。3歳で白血病に

かかり、生死をさまよった。

闘病生活中、家族や知り合

いの牧師とのおしゃべりに勇

気づけられる。

困難な手術を乗り越え、半

年間で病を克服した。

幼かったため病名を知らず

に成長したが、中学2年生で

白血病を患った過去を知る。

「事実を知り、死に対して恐

怖を抱いた」と生きる意味を意識し始めた。

高校卒業時に、WEBサイトで人間福祉学部の死生学を知
った。「中国には死生学という学問がない。日本に渡り、死と
生の意味について追究したい」。日本語が一切できないな
がら、関学大の門をくぐった。

入学後は、ひらがなの学習から開始。学部の授業は全て
録音して聞き直し、積極的に教員に質問して努力を重ねた。
また関西学院聖歌隊に入隊し、チャペルアワーや阪神地域
の教会などで活動。歌詞の意味を一つずつ読み取りながら
喜びや悲しみなどの思いを込めて歌っている。

死生学の研究は始まったばかり。「死と生の意味を考え
ることで、心の豊かさへとつながり、より幸せな人生になるは
ず」と分析する。

学部で勉強した後は、大学院に進学して死生学を徹底的
に研究していく予定だ。「将来は中国の大学で死生学の第
一人者となり、若者に死生学を教えたい」と夢を抱く。

次号 6月29日（月）発行予定

科学技術の未来

～大学からのイノベーションへの挑戦～
関西学院大学理工学部新学科開設記念講演会

関西学院大学理工学部は、 2015年4月に先進エネルギ
ーナノ工学科、環境・応用化学科、生命医化学科の3学科を
新設し、今年度から新たなスタートをきった。

新学科の設置を記念して、記念講演会を開催する。

本講演会では、世の中の期待に応えるために大学がすべ
き人材育成や教育、地域連携の可能性のほか、科学技術
が果たすべきこと、またその展望について、国、自治体、大
学の教員がそれぞれの立場からディスカッションする。

講演後には新3学科の研究室がある「Ⅶ号館」 の見学ツ
アーも実施する。

※一般参加可、申し込み要、無料。

■日時：7月4日（土） 13時～17時

■場所：神戸三田キャンパス Ⅳ号館401教室

■問い合わせ先：理工学部事務室（079・565・8300）
【プログラム】
13時～14時 記念式典
14時～16時15分 記念講演会

講演者：鈴木 寛・文部科学大臣補佐官
金澤 和夫・兵庫県副知事
大谷 昇・理工学部先進エネルギーナノ工学科教授

16時15分～17時 理工学部新学科棟(Ⅶ号館)見学
【申込み方法】
氏名・フリガナ・所属・電話番号・メールアドレス、参加イベン
ト(①記念式典、②記念講演会、③新学科棟見学会）をご記
入の上、下記メールアドレスまでご連絡下さい。

E-mail:sci-tech2015@kwansei.ac.jp
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経済学セミナー開催

経済学部が、堀健夫・青山学院大学経済学部准教授を招
き、経済学セミナーを開催する。講演では、産業構造の変化
をテーマに話す。

※一般参加可、申し込み不要、無料。
■日 時：7月15日（水） 16時30分～18時
■場 所：西宮上ケ原キャンパス 経済学部 2階 会議室
■講演者：堀 健夫・青山学院大学経済学部准教授
■講演タイトル：Optimality of Structural Change in a Two-
sector Endogenous Growth Model
■問い合わせ先：経済学部事務室（0798・54・6204）


